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【年通号数】公開・登録公報2012-034
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【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/06     (2006.01)
【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年4月15日(2014.4.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　結合されることができる本発明の異なる実施形態によって、
　－　ステップ（ａ）に記載の結晶質のミクロンダイヤモンド粉の粒子は、１０μｍおよ
び２００μｍの間を含む最大サイズを有し、
　－　ステップ（ｃ）に記載の窒素ジェットミリング微粒子化が少なくとも５ｂａｒの粉
砕圧力で１時間から５時間持続し、
　－　６％のコバルト添加の炭化タングステン合金の鉢、蓋および、ボールのサイズが５
ｍｍから３０ｍｍを含むボールで、ステップ（ｃ）に記載のナノミリングが実施され、
　－　鉢の外壁温度が約６０℃未満、たとえば約５０℃以下、に保たれるように、冷却期
間によって分割される複数の連続した期間で、ステップ（ｃ）に記載のナノミリングが実
施され、
　－　ステップ（ｄ）に記載の酸処理は、１００℃および２００℃の間を含む温度での、
フッ化水素酸および硝酸の混合物を有するオートクレーブ処理を含み、
　－　ステップ（ｅ）に記載の抽出の間に、超純水がステップ（ｄ）に記載の酸処理から
生じるサンプルに加えられ、前記混合物が遠心分離され、かつ第１酸性ペレットが酸の上
澄みを廃棄した後に集められ、
　－　第１酸性ペレットがｐＨが１以下の少量の超純水中に懸濁され、前記混合物が遠心
分離され、かつ第２ペレットが酸の上澄みを外へ廃棄した後に集められ、
　－　第２ペレットが超純水の中に懸濁され、アンモニア水溶液によって中和されて遠心
分離され、かつ結果として生じる上澄みが貯められ、濾過によって脱塩される。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　本発明は同様に、
　－　ダイヤモンドのナノ結晶が円形であり、
　－　ダイヤモンドのナノ結晶の表面がその層の原子領域数が１以下であるアモルファス
炭素層を含み、
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　－　ダイヤモンドのナノ結晶が０から２０００ｐｐｍのドーパント、５０ｐｐｍ以下の
不純物を含む炭素からなる、
　最大サイズが１００ｎｍ以下の立方晶ダイヤモンドのナノ結晶に関する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　異なる実施形態によれば、立方晶ダイヤモンドのナノ結晶は、
　－　前記ナノ結晶が蛍光性であり、かつドーパントが窒素（Ｎ）またはニッケル（Ｎｉ
）と組み合わされた窒素であり、
　－　前記ナノ結晶は蛍光性でなく、かつドーパントはボロン（Ｂ）、リン（Ｐ）を含む
一覧から選択され、
　－　ダイヤモンドのナノ結晶の最大サイズは１００ｎｍ以下で、たとえば約５ｎｍのよ
うに、１０ｎｍ以下でありうる、
　結合されることができる特徴を有することができる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　－　初期原料の２５０ｇの試料が、窒素流量６０ｍ３／ｈおよび高粉砕圧力（８ｂａｒ
）で、１００ＡＦＧ対向ジェット流動床ミル（ドイツのＨｏｓｏｋａｗａ－Ａｌｐｉｎｅ
社によって商業化された）中で２時間かけて、純粋な微粉へと最初の微粒子化がなされ、
このステップの後、純粋な灰色の微粉（２μｍ未満のサイズを有する粒子が９７％の）が
得られる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　－　ジェットミリング生成物をナノダイヤモンド（ＮＤ）に変換するために、この灰色
の微粒子化された粉からの１０グラムの部分試料を用いて、その後ナノミリング処置が開
始される。部分試料は、２つの弁（アルゴン下での粉砕用）および、同じ炭化タングステ
ン－コバルト超硬合金製の３０個の１０ｍｍのボールを備えた、６％のコバルト添加の炭
化タングステン硬質合金の鉢および蓋を有する、「Ｖａｒｉｏ　Ｐｌａｎｅｔａｒｙ　Ｍ
ｉｌｌ，　Ｐｕｌｖｅｒｉｓｅｔｔｅ　４」（ドイツのＦｒｉｔｓｃｈ社によって商業化
される）という名の遊星ボールミルを用いて、アルゴン下でボールミル粉砕される。ボー
ルに対する粉体の重量比Ｒは、１／３５である。メインディスクの絶対速度は４００回転
／分であり、かつ、支持ディスクに関するバイアルの相対回転速度は－２．１７である。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　－　７２時間かかる手順で、部分試料は、１５分間の連続する期間でボールミル粉砕さ
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れ、各期間は３０分間の冷却期間で分割される（２４時間の有効粉砕時間）。鉢の外壁で
測定される温度は約５０℃である。このプログラムされた段階的粉砕モードは、粉砕温度
を室温と５０℃の間に制御するためには、バイアル周辺で液体窒素を流すより好都合であ
ることがわかっている。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　－　粉砕の後、ビードはふるい分けによって回収され、粉末試料は粉砕ダイヤモンド（
ＭＤ）と呼ばれる。粉砕によって発生し、かつふるい分けによって回収されないＭＤ試料
中に存在する最も微細な炭化タングステン粒子は、強酸処理によって溶解され、ＭＤ試料
の７５０ｍｇの部分試料は１００ｍｌのテフロン・オートクレーブ中（２００ｍｌ、「Ｚ
ｅｏｃｌａｖｅ」－Ａｕｔｏｃｌａｖｅ　Ｆｒａｎｃｅ社によって商業化される）に３０
ｍｌのフッ化水素酸および硝酸の混合物（２／１ｖ／ｖ）と共に１５０℃で４８時間置か
れる。
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